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【緒 言】PEMAと アネ トールを基材 とす る試
作材はレジン冠撤去時において,支 台に対する付





















型 と専用金型によって,常 温重合 レジンを用いて








差 はなかったが,被 膜厚 さに関 してはPA2より
もPA1が有意に小 さい値 となった。PA1の被膜厚
さはPEMAの平均粒径がPA2の1/2であるため小
さくなったと考 え られた。試作仮着材 のPA1は
市販仮着材よりも流動性が大きく,他の性質では
差がなかった。
以上のことから,試作材の粉末の粒径を小 さく
することにより,硬化時間,稠 度および接着強 さ
は変わらず被膜厚 さが小 さくなることが明らかと
なった。
